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株式会社「みのぐち」の皆さん

新規就農者を訪問しました。
集特

　
株
式
会
社
「
み
の
ぐ

ち
」
で
は
ハ
ウ
ス
で
い
ち

じ
く
の
コ
ン
テ
ナ
栽
培
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
水
稲
育
苗
後

の
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
て
、

何
か
有
効
活
用
で
き
、
収

益
を
あ
げ
ら
れ
る
も
の
は

な
い
か
と
Ｊ
Ａ
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
コ
ン
テ
ナ
で

の
い
ち
じ
く
栽
培
を
も
ち

か
け
ら
れ
、
は
じ
め
て
の

試
み
で
す
が
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　
ハ
ウ
ス
の
中
な
の
で
露

地
栽
培
と
違
い
、
病
害
虫

被
害
も
少
な
く
予
防
の
回

数
が
少
な
く
す
み
、
生
産

者
に
も
消
費
者
に
も
安
心

安
全
で
す
。
収
穫
さ
れ
た

い
ち
じ
く
は
す
べ
て
Ｊ
Ａ

に
出
荷
し
、
価
格
は
安
定

し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

　
い
ち
じ
く
は
不
老
長
寿

の
果
物
と
呼
ば
れ
、
水
溶

性
の
食
物
繊
維
で
あ
る
ペ

ク
チ
ン
を
豊
富
に
含
ん
で

お
り
、
鉄
分
な
ど
血
や
骨

の
基
と
な
る
ミ
ネ
ラ
ル
も

豊
富
に
含
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
カ
リ
ウ
ム
は
身
体

か
ら
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
出
す

働
き
が
あ
る
た
め
、
高
血

圧
症
の
方
に
良
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
身
体
に
と
っ

て
も
良
い
い
ち
じ
く
な
の

で
、
ぜ
ひ
大
勢
の
皆
様
に

食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
こ
と
で
す
。

（
櫻
井
　
美
代
子
委
員
）

農
業
施
設
の
有
効
活
用

い
ち
じ
く
の
コ
ン
テ
ナ
栽
培
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新規就農者への取材（現地にて）

有効利用された農業施設と
特 集

Ｑ
　
農
業
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
何
で
す
か
。

Ａ
　
以
前
は
物
流
会
社
で
車

両
の
整
備
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
本
格
的
な
農
業
と

は
無
縁
で
し
た
。
母
が
亡

く
な
っ
て
か
ら
五
反
以
上

の
畑
を
荒
ら
し
て
お
く
の

が
嫌
で
新
規
就
農
を
決
意

し
ま
し
た
。

Ｑ
　
ご
家
族
の
反
応
は
ど
う

で
し
た
か
。

Ａ
　
妻
に
は
「
や
れ
る
の
？
」

と
言
わ
れ
期
待
は
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
妻
と
子

供
が
忙
し
い
時
は
手
伝
い

を
し
て
く
れ
ま
す
。
今
年

は
サ
ツ
マ
イ
モ
と
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
作
付
け
し
ま
し
た

が
、
病
害
虫
が
つ
い
て
出

荷
す
る
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

Ｑ
　
農
業
の
魅
力
は
な
ん
で

す
か
。

Ａ
　
い
い
も
の
が
で
き
た
と

き
の
感
動
。
今
年
は
販
売

ま
で
い
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
友
達
に
分
け
て
あ
げ

て
喜
ば
れ
ま
し
た
。
今
後

の
目
標
は
サ
ツ
マ
イ
モ
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
カ
ボ
チ
ャ

を
作
り
面
積
は
今
の
二
倍

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ
　
最
後
に
、
今
後
農
業
を

志
す
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
。

Ａ
　
農
業
は
土
地
が
命
。
何

年
も
作
物
を
作
っ
て
い
な
い

畑
は
や
せ
て
い
る
の
で
土
作

り
か
ら
始
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
荒
れ
た

畑
が
増
え
な
い
よ
う
に
就
農

す
る
仲
間
が
増
え
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。

（
黒
岩
　
鈴
江
委
員
）

新
規
就
農
者
　
紫
雲
寺
地
区
の

小
林
重
治
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
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十
一
月
十
四
日
か
ら
十
五
日
ま
で

の
二
日
間
、
関
東
方
面
で
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　
初
日
は
当
市
の
食
の
循
環
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
で
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
、
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
の
矢
坂
准
教
授
か
ら
「
日
本
農
業

の
展
望
と
課
題
」
と
題
し
、
五
年
ご

と
に
行
わ
れ
る
農
業
セ
ン
サ
ス
の
調

査
結
果
か
ら
農
業
の
現
状
分
析
に
関

す
る
講
演
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。
農

業
委
員
会
が
他
機
関
と
組
織
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
農
地
に
関

す
る
情
報
と
戦
略
の
拠
点
と
な
り
、

地
域
の
農
地
管
理
の
実
質
的
な
ハ
ブ

（
結
節
点
）
と
な
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
の
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
二
日
目
の
国
会
議
事
堂
見
学
で
は

本
会
議
の
傍
聴
が
で
き
ず
施
設
見
学

の
み
で
し
た
が
、
立
法
府
の
中
枢
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
深
谷
市
の
Ｊ
Ａ
花
園
農
産
物

直
売
所
は
昭
和
五
十
八
年
に
建
設
さ

れ
、
関
越
道
花
園
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
三
分
と

い
う
立
地
条
件
を
生
か
し
、
来
客
数
は

年
間
八
十
二
万
人
で
平
成
二
十
九
年
度

の
売
り
上
げ
は
十
二
億
八
千
万
円
余

り
。
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
や
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
い
、
ま
さ
に
野
菜
か
ら
加
工
品
ま

で
の
農
産
物
の
総
合
商
店
と
い
っ
た
感

が
あ
り
、
説
明
い
た
だ
い
た
Ｊ
Ａ
職
員

の
自
信
に
溢
れ
た
表
情
に
う
な
ず
き
、

研
修
を
終
え
ま
し
た
。

（
船
山
　
孝
紀
委
員
）

東京大学にて聴講

農
業
委
員
会
視
察
研
修
を
終
え
て
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※この情報は、平成30年中に公告した農地の賃貸借契約のデータを単純集計したものです。
�（単位：10ａ当たり）

※　�農地法の改正により標準小作料が廃止されたことに伴い、新発田市では上記のとおり賃借料の目安となる情報提供を
行います。

※　�農地の賃借料の集計は字単位で行われているため、圃場整備が字の全部で完了していない場合も区分１の圃場整備済
地区に集計しています。

区 分

地 区

1
データ数
（14,894）
※ 最多契約額
【20,000円】

２
データ数
（　632）
※ 最多契約額
【15,000円】

３
データ数
（　  10）
※ 最多契約額
【10,000円】

畑
データ数 
（  328）

【最多契約額】
【15,000円】

賃 借 料

【最高契約額】
【30,576円】
【平均契約額】
【18,878円】
【最低契約額】
【  5,000円】

【最高契約額】
【26,000円】
【平均契約額】
【13,691円】
【最低契約額】
【10,000円】

【最高契約額】
【10,000円】
【平均契約額】
【  9,552円】
【最低契約額】
【  9,000円】

【最高契約額】
【25,000円】
【平均契約額】
【12,879円】
【最低契約額】
【  3,000円】

※�畑の金額については、
新発田市全域のデータ
になっております。

新 発 田 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

五十公野 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区
　�五十公野・金谷・山崎

松　　浦 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区
　荒川・大崎・上中山

米　　倉 ◎圃場整備済地区

赤　　谷 全区域

川　　東 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

菅　　谷 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

加　　治 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

佐 々 木 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

豊　　浦 ◎圃場整備済地区

◎�区画整備済地区で10
～20a区画全域及び福
島潟周辺並びに山沿地
区で圃場整備未済地区

紫 雲 寺 ◎圃場整備済地区 ◎圃場整備未済地区

加 治 川 ◎圃場整備済地区
◎�圃場整備未済地区及び
山沿地区で圃場整備未
済地区

平成30年中に公告した新発田市の
農地賃借料情報をお知らせします。
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（前号のつづき）

伊勢神宮神田
お田植え奉仕に

参加して

　
日
本
の
神
宮
は
三
重
県
伊

勢
市
に
ご
鎮
座
さ
れ
て
皇
大

神
宮
「
内
宮
」
と
、
豊
受
神

宮
「
外
宮
」
を
総
称
し
て
御

正
宮
又
は
御
本
宮
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
伊
勢
市
内
に
は

神
宮
神
田
、
野
菜
畑
、
果
実

畑
、
そ
し
て
二
見
浜
に
は
御

塩
田
が
あ
り
、
神
宮
の
一
切

を
自
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。

　
伊
勢
神
宮
の
起
源
は
古

く
、
今
か
ら
一
千
六
百
年
前

に
神
宮
神
田
と
定
め
ら
れ
た

こ
と
が
古
書
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
れ
で
は
何
故
、
新
潟
・

新
発
田
か
ら
田
植
え
に
行
く

こ
と
に
な
っ
た
か
辿
っ
た
こ

と
を
紹
介
し
ま
す
。

　
現
「
公
益
社
団
法
人
大
日

本
農
会
」（
明
治
十
四
年
設

立
）
は
全
国
組
織
の
基
、
徹

底
し
た
農
業
経
営
と
篤
農
技

術
を
農
業
者
に
伝
授
し
て
本

県
農
業
に
も
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。
そ
の
関
連
と
し

て
、
農
学
研
究
に
入
魂
さ
れ

て
い
た
当
会
の
初
代
総
裁
高

松
宮
殿
下
の
ご
尽
力
に
よ
っ

て
全
国
各
地
に
「
神
宮
神
田

敬
神
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　
新
潟
敬
神
会
の
創
設
者
は

新
発
田
市
内
で
種
苗
会
社
を

営
ん
で
い
る
先
代
の
仁
木
巌

さ
ん
（
故
人
）
で
す
。
当

時
、
仁
木
さ
ん
は
、
新
発
田

か
ら
五
人
の
早
乙
女
を
同
行

し
て
神
宮
神
田
の
苗
取
り
や
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加治川支部団旗 新発田支会団旗

田
植
え
を
新
発
田
流
に
魅

せ
、
昭
和
四
十
一
年
に
は
大

日
本
農
会
新
発
田
支
会
が
設

立
さ
れ
、
敬
神
会
の
名
の
下

で
神
田
奉
仕
新
潟
敬
神
会
と

し
て
お
田
植
え
奉
仕
活
動
が

続
い
て
い
ま
す
。

　
当
時
、
仁
木
さ
ん
と
深
く

関
わ
り
の
あ
っ
た
旧
加
治
川

村
向
中
条
の
加
藤
弥
弘
さ
ん

（
故
人
）
は
農
会
の
新
発
田

支
会
の
設
立
や
、
敬
神
会
加

治
川
支
部
を
立
ち
上
げ
て
地

域
で
は
大
神
宮
を
伊
勢
神
宮

の
ご
分
霊
社
と
し
て
長
年
田

植
え
祭
り
を
執
り
行
い
、
伊

勢
神
宮
に
新
米
を
献
上
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
平
成
三
年
に
加
藤
さ
ん
が

中
心
と
な
っ
て
加
治
川
支
部

の
団
旗
を
制
作
し
、
後
の
平

成
十
九
年
に
新
発
田
支
会
の

団
旗
が
制
作
さ
れ
て
、
新
発

田
か
ら
毎
年
こ
れ
を
持
っ
て

神
宮
神
田
の
奉
仕
田
植
え
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
縁
に

よ
っ
て
今
の
奉
仕
会
が
設
立

さ
れ
た
も
の
と
聞
き
及
び
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
白
装
束
に
日
傘
ス
タ
イ
ル

で
横
一
列
の
お
田
植
え
は
今

で
は
神
宮
神
田
で
し
か
体
験

で
き
ず
、
奉
納
米
に
感
謝
を

込
め
る
た
め
に
、
来
る
春
も

回
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。（

髙
木
　
辰
夫
委
員
）
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農
業
委
員
会
広
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■
発

行
　

新
発

田
市

農
業

委
員

会
　

☎
 0

2
5
4
-3

3
-3

1
1
9

　
　

　
　

新
発

田
市

住
田

5
1
0
番

地
 FA

X
 0

2
5
4
-3

3
-3

9
3
0

■
印

刷
　

島
津

印
刷

株
式

会
社

さ
わ
や
か
は
私
た
ち
が

編
集
し
ま
し
た
。

編
集
委
員
長
	
津
村
　
　
賢

編
集
委
員
	
川
﨑
　
義
明
・
松
井
　
敏
郎
・
大
沼
　
敦
志

	
近
藤
　
勇
二
・
榎
本
　
信
彦
・
小
林
　
　
敏
・
伊
藤
　
　
洋
・
菅
原
　
昭
榮

	
湯
淺
　
生
夫
・
黒
岩
　
鈴
江
・
髙
木
　
辰
夫
・
川
瀨
い
ず
み

INFORMATION

ご意見・ご感想をお寄せください。　　農業委員会事務局　TEL 0254-33-3119

今回は、（農）ホープ飯島におじゃ
ましました。� （担当：伊藤 洋委員）

　
「
（
農
）
ホ
ー
プ
飯
島
」
は
、

佐
々
木
南
部
郷
地
区
圃
場
整
備
事

業
を
き
っ
か
け
に
平
成
二
十
九
年

二
月
に
飯
島
集
落
の
十
名
で
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
三
十
年
の
経
営
面
積
は
四

十
二
㏊
で
こ
し
い
ぶ
き
、
こ
が
ね

も
ち
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
あ
き
だ
わ

ら
の
水
稲
を
中
心
に
大
豆
、
加
工

玉
ね
ぎ
、
キ
ャ
ベ
ツ
と
園
芸
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
圃
場
の
大

区
画
化
、
進
ん
だ
農
地
集
積
・
集

約
、
そ
し
て
同
年
八
月
に
完
成
し

た
乾
燥
調
製
施
設
の
稼
働
で
作
業

効
率
が
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
の
目
標
と
し
て
は
、
規
模

拡
大
に
加
え
、
二
年
三
作
（
水
稲

と
園
芸
作
物
と
の
組
み
合
わ
せ
）

等
の
水
田
高
度
利
用
で
収
益
率
を

高
め
、
安
定
し
た
経
営
を
継
続
し

た
い
と
の
こ
と
。
ま
た
、
来
年
度

に
は
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
を
活
用
し

た
園
芸
作
物
の
生
産
も
検
討
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
（
農
）
ホ
ー
プ
飯
島
が
地
域
に
貢

献
で
き
、
必
要
と
さ
れ
る
組
織
に

な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

地
域
に
貢
献
で
き
、

必
要
と
さ
れ
る
組
織
に

編◆集◆後◆記編◆集◆後◆記
　平成三十年は度重なる自然の脅威に振り

回された年でした。大雪から始まり、雨不

足と猛暑による干害、その後の日照不足

等々、自然相手の農業にとって大変厳しい

一年でした。

　春が待ち遠しいこの時期、土の中では冬

ごもりしていた虫たちが、土中から目覚め

る「啓蟄」を迎えようとしています。啓蟄

とは二十四節気の春の訪れを意味する一つ

ですが近年、昔の節気とは合わないような

気候が続いているように思います。新たな

元号がスタートする今年こそは、節気で表

せるような穏やかな天候が続き、何事もな

く豊作であることを願うばかりです。

� （大沼 敦志委員）

農地（田）の権利移転の手続きは､4月10日（水）までに
　田は、作付けが始まると、権利の調整が難しくなりま
すので、原則として４月が売買や貸し借りの権利移転の
最終月になります。
　田の売買や貸し借りを予定されている方は、早めに農
業委員会に書類を提出してください。
◎�畑は、作物の権利調整がついていれば、売買や貸し借

りの書類を通年で受け付けています。

３ヵ月無料試し読みキャンペーン実施中！
詳しくは農業委員会事務局または農業委員まで。

全国農業新聞を読もう！！
月700円、年間8,400円（消費税込）金曜日発行週刊

全国農業新聞購読料口座振替日のお知らせ
≪３ヵ月ごとの方≫　１・２・３月分　　平成31年５月10日（金）
　　　　　　　　　　４・５・６月分　　平成31年８月13日（火）
　　　　　　　　　　※現金納付の方は、口座振替日が納付期限です。
≪半年ごとの方≫　　１～ ６月分　　　　平成31年７月22日（月）
　　　　　　　　　　７～12月分　　　　平成32年１月20日（月）

※2019年５月１日以降の表記については、新元号が決定していないため、全て「平成」となっています。予めご了承願います。
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